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協
議
員
会
は
今 

５
～
８
月
の
協
議
員
会
で
の
報
告 

・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

「
民
俗
学
の
夕
べ
」
及
び
「
灯

籠
飾
り
」→

 

中
止 

② 

町
補
助
金
申
請
決
定
報
告 

・
旧
登
記
所
前
の
舗
装
工
事 

・
消
火
器
具
箱
２
台 

③ 

「
自
立(

律)

の
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
」
申
請
報
告 

④ 

第
２
回
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈 

ま
ち
歩
き
開
催 

⑤ 

特
別
積
立
金 

集
金
の
お
願
い 

⑥ 

人
権
学
習
＆
青
少
年
健
全
育

成
研
修
会
、
行
政
懇
談
会 

⑦ 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

⑧ 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

⑨ 

熊
野
神
社
秋
祭
り
に
つ
い
て 

⑩ 

道
普
請
に
つ
い
て 

⑪ 

鈴
の
森
神
社
境
内
清
掃 

          

   

祭
礼
行
事
の
報
告  

◆
７
月
３
日
（
日
）
夏
え
び
す
祭 

 

鈴
の
森
神
社
の
本
殿
の
西
隣
に

位
置
す
る
恵
美
酒
神
社
が
、
宮
当
番

の
手
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
飾
り
付

け
ら
れ
ま
し
た
。 

梅
雨
明
け
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ス
ッ 

キ
リ
し
な 

い
天
候
で 

し
た
が
、 

多
く
の
お 

参
り
が
あ 

り
ま
し
た
。 

  

◆
７
月
１
０
日
（
日
）
夏
ま
つ
り 

 

鈴
の
森
神
社
の
本
殿
に
お
い
て
、

井
ノ
口
の
役
員
さ
ん
と
一
緒
に
祭

祀
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

秋
祭
り
の
宵
宮
に
、
井
ノ
口
と
一

緒
に
辻
川
山
の
鈴
の
森
神
社
に
宮

入
す
る
の 

は
、
辻
川 

と
井
ノ
口 

の
氏
神
様 

だ
か
ら
で 

す
。 

 
 

 

 

 

 
（
本
年
度
の
宮
当
番
は
３
隣
保
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。） 

事
業
報
告 

◆
７
月
２
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

「
自
立(

律)

の
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
」 

・
辻
川
だ
よ
り
発
行 

・
ぶ
ら
り
辻
川
界
隈
の
開
催 

・
辻
川
史
の
編
集
と
配
布 

② 

特
別
積
立
金
の
依
頼 

令
和
４
年
７
月
か
ら 

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
支
援
事
業 

・
公
民
館
の
網
戸
と
空
気
清
浄
機 

 
 

     

④ 

秋
季
例
大
祭
「
祭
法
被
」
新
調 

 
 

に
つ
い
て 

青
年
団
よ
り 

⑤ 

民
俗
学
の
夕
べ
→ 

中
止 

開
催
に
向
け
て
各
種
団
体
も
準

備
に
取
り
か
か
り
、
辻
川
鬼
太
鼓

の
練
習
も
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 
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「
収
束
を
願
う
ば
か
り
・
・
」 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

 

 

今
夏
は
、
観
測
史
上
最
速
の
梅
雨
明
け
後
の
長

雨
に
悩
ま
さ
れ
、
そ
の
後
は
、
連
日
「
猛
暑
・
酷

暑
」
に
よ
る
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
で
は
爆
発
的
な
感
染
者
数
が
最
多

数
を
日
々
更
新
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
Ｂ

Ａ
．
５
」
に
毎
日
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
皆
さ
ん

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
行
動
規
制
は
出
さ
れ
て
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
、
自

分
の
命
を
守
る
た
め
そ
の
対
策
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
元
気
に
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
地
域
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
と

し
て
三
年
ぶ
り
に
「
民
俗
学
の
夕
べ
」
を
開
催
す

べ
く
準
備
も
整
え
、
伝
統
行
事
の
「
辻
川
鬼
太
鼓
」

の
子
供
た
ち
も
本
番
を
待
つ
ば
か
り
で
し
た
が
、

急
激
な
感
染
拡
大
の
た
め
安
全
を
第
一
に
考
え
誠

に
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
苦
渋
の
決
断
と
し
て

中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。
関
係
者
各
位
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

「
人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
自
治
会
研
修
会
」

を
、
四
年
ぶ
り
の
「
行
政
懇
談
会
」
と
同
時
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
２
０
数
名
の
参
加
者
で
地
域
の
声
を
反
映

す
る
こ
と
が
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

老
若
男
女
問
わ
ず
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
秋

季
例
大
祭
も
最
善
の
感
染
症
防
止
対
策
に
取
り
組

み
、
少
し
内
容
を
変
更
し
て
で
も
三
年
ぶ
り
に
何

と
か
開
催
で
き
る
よ
う
に
各
地
区
全
体
で
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
唯
々
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束

を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

辻川鬼太鼓の練習風景 

 

空気清浄機 

網戸 

 

練習中の小６の皆さん 

《当面の予定》 

９/２５(日) 道普請（小雨決行） 

９/２５(日) 鈴の森神社境内清掃 

10/8(土)9(日) 秋祭り 

10/30(日) 「第 2 回ぶらり辻川界隈」 

      まち歩き 

11 月上旬  フラワーポット植替え 

11 月中旬 自主防災訓練 

12/3(土)   隣保長・各種団体会議 
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◆
７
月
２
２
日
（
金
） 

人
権
学
習
・
青
少
年
健
全
育
成
自 

治
会
研
修
会 

及
び 

行
政
懇
談
会 

自
治
会
研
修
会
に
引
き
続
き
４

年
ぶ
り
の
行
政
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
こ
と
も
あ
り
参

加
者
は
少
な
め
で
し
た
が
、
人
権
学

習
で
は
、
ヤ
ン
グ 

ケ
ア
ラ
ー
を
題
材 

に
し
た
啓
発
映
画 

を
鑑
賞
し
研
修
し 

ま
し
た
。 

◆
８
月
２
３
日
（
火
）
地
蔵
盆 

毎
年
、
地
蔵
堂
で
地
蔵
盆
の
お
祀

り
が
あ
り
ま
す
。
地
蔵
堂
の
場
所
は
、

屋
台
蔵
の
前
の
道
を
井
ノ
口
方
面

に
少
し
行
っ
た
所
で
す
。 

現
在
は
、
辻
川
区
の
有
志
の
方
々

が
お
祀
り
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す

が
、
観
音
講
の
流
れ
を
汲
む
よ
う
で
、

寄
進
札
に
は
地
元
の
篤
志
家
や
柳

田
國
男
の
名
と
と
も
に
、
辻
川
の
観

音
講
と
記
さ
れ
た
木
札
が
あ
り
ま

す
。
地
蔵
盆
の
こ
の
日
は
、
た
く
さ

ん
の
子
供
た
ち
が
親
御
さ
ん
と
一

緒
に
お
参
り
し
、
お
下
が
り
の
お
菓

子
を
頂
い
て
い
ま
し
た
。 

      

辻
川
史
編
集
委
員
会 

最
近
の
編
集
会
議
の
開
催
状
況 

◆
５
月
２
１
日(

土) 

 

第
１
０
回
辻
川
史
編
集
会
議
（
公
民
館
） 

◆
６
月
２
５
日(

土) 

第
１
１
回
辻
川
史
編
集
会
議
（
公
民
館
） 

◆
７
月
２
３
日(

土) 

第
１
２
回
辻
川
史
編
集
会
議
（
公
民
館
） 

公
民
館
の
資
料
の
整
理 

公
民
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文

書
や
資
料
を
、
編
集
委
員
に
協
議
委

員
が
加
わ
り
整
理
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
１
ペ
ー
ジ
ず
つ
ほ
こ
り
や

虫
の
糞
な
ど
を
き
れ
い
に
し
、
専
用

の
紙
に
包
み
保
管
し
直
し
て
い
ま

す
。
沢
山
の
資
料
が
あ
り
、
す
で
に

何
日
も
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ど
こ
に
い
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
た
資
料
も
再
発
見
で
き
て

い
ま
す
。
懐
か
し
い
旧
の
公
民
館
の

写
真
も
で
て
き
ま
し
た
。 

    

  

「
先
代
の
火
の
見
櫓
の
写
真
」
を
探

し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
お

知
ら
せ
下
さ
い
。（
先
代
の
火
の
見
櫓
は
、
旧

公
民
館
の
南
に
立
っ
て
い
て
、
一
時
期
、
現

公
民
館
の
屋
上
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
） 

  

☆ 

宵
宮 １

０
月
８
日
（
土
） 

☆ 

本
宮 １

０
月
９
日
（
日
） 

 

☆ 

秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

練
子
会
議 

９
月
２
４
日(

土) 

肩
合
せ 
 

９
月
２
５
日(

日) 

予
備
日 

１
０
月
２
日(

日) 

大
鳴
ら
し 

１
０
月
６
日(

木) 

 

☆ 

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策 

 

・
マ
ス
ク
の
着
用
。 

・
検
温
、
消
毒
、
換
気
等
の
実
施
。 

・
乗
り
子
な
ど
子
供
に
配
慮
。 

 
 

（
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
準
備
等
） 

・
飲
酒
は
で
き
る
限
り
控
え
る.

。 

 
  

 ☆ 

屋
台
蔵
で
の
練
習 

・
９
月
１
８
日(

日)

よ
り
屋
台
蔵
で 

 
の
練
習
開
始
予
定
。 

・
練
習
風
景
の
見
学
の
自
粛
。 

・
乗
り
子
の
送
迎
時
は
必
ず
マ
ス
ク 

 
 

の
着
用
。 

・
飲
食
類
の
提
供
を
控
え
る
。 

・
屋
台
蔵
前
で
の
飲
酒
の
禁
止
。 

 

     
 

☆ 

熊
野
神
社
秋
季
例
大
祭 

統
一
申
し
合
わ
せ
事
項 

・
参
加
者
（
担
ぎ
手
）
は
、
各
地
区
の

区
長
あ
て
に
田
原
郷
全
体
で
統
一
し

た
参
加
誓
約
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
当
日
に
提
出
す
る
。 

・
宮
入
宮
出
の
方
法
の
大
幅
変
更
。 

※
田
尻
地
区
以
外
は
、
２
回
周
り
で
、

拝
殿
の
裏
に
は
ま
わ
ら
ず
、
休
憩

無
し
で
、
直
ち
に
宮
出
を
す
る
。 

・
境
内
に
昼
食
会
場
を
設
置
し
な
い
。 

※
境
内
で
昼
食
を
取
る
こ
と
は
不
可
。

場
所
取
り
は
必
要
な
し
。 

※
露
天
商
の
出
店
も
な
し
。 

・
集
合
場
所
の
交
番
前
道
路
に
正
午
か

ら
午
後
１
時
ま
で
に
集
合
。 

た
だ
し
、
交
番
前
道
路
で
の
練
り
、

並
び
に
練
り
合
わ
せ
は
禁
止
。 

・
「
神
輿
渡
御
」「
浦
安
の
舞
」「
浄
舞
」

は
中
止
。
祭
典
斎
行
神
事
の
み
実
施
。 

          

☆ 

今
後
、
行
動
制
限
等
が
出
る
な

ど
状
況
が
変
化
し
た
場
合
は
、

再
度
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

え
ま
す
。 

第
４
１
回 

自
治
会 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

８
月
１
７
～
２
２
日 

一
回
戦 

○ 
 

８  

―  

２  

東
大
貫 

二
回
戦 

 

○ 

不
戦
勝 

 
 

加
治
谷 

三
回
戦 

 

●  

５  

―  

６  

中
島 

 

コ
ロ
ナ
の
た
め
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
上
原
監
督
率
い

る
辻
川
チ
ー
ム
は
、
若
手
と
ベ
テ
ラ

ン
が
か
み
合
っ
て
駒
を
進
め
て
い

き
ま
し
た
。
三
回
戦
で
、
１
点
差
で

惜
敗
し
ま
し
た
が
、
監
督
と
選
手
の

皆
さ
ん
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
連
日
の
応

援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      

編
集
後
記 

 

今
年
の
夏
の
甲
子
園
の
優
勝
監
督
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

「
青
春
っ
て
、
す
ご
く
密
な
の
で
。
で

も
そ
う
い
う
こ
と
は
全
部
ダ
メ
だ
、
ダ

メ
だ
と
言
わ
れ
て
。・
・
・
全
国
の
高
校

生
が
あ
き
ら
め
な
い
で
や
っ
て
く
れ

た
。・
・
・
ぜ
ひ
全
国
の
高
校
生
に
拍
手

し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
」 

２
年
続
け
て
中
止
と
な
っ
た
秋
祭
り
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
今
年
は
何
と
か
開

催
で
き
る
と
い
い
の
で
す
が
。〔
吉
田
〕 

秋
祭
り
の
ご
案
内 

 

昨年度の本宮宮入 

行政懇談会 

地蔵堂 

地蔵堂内のお地蔵様 

8/21資料整理作業 

旧辻川公民館の写真 

新
乗
子
は
９
名 

２
年
続
け
て
秋
祭
り
が
な
か
っ
た
た
め
、

小
４
～
小
６
が
新
乗
子
と
な
り
ま
す
。 

 
熊野神社への宮入順 

１.田尻  ２.大門  ３.井ノ口  

４.西野   ５.辻川   ６.中島  

７.西光寺 ８.加治谷 ９.北野   

10.長目  11.八反田 12.吉田 

13.亀坪 

 

 


